
平成29年度の県の主な取組について 

 三重県環境生活部廃棄物対策局 

 廃棄物・リサイクル課 

資料１参考１ 
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④重点課題 
 ・使用済み小型電子機器等の回収 
 ・未利用エネルギーの回収 
 ・優良認定処理業者の認定 
 ・PCB廃棄物の適正処分率 
 ・一定規模以上の不法投棄 1 





○ 日本の食品ロス（年間約６４６万トン）は、国連ＷＦＰによる世界全体の食

料援助量の約２倍。 

○ 国民１人１日当たり食品ロス量は、おおよそ茶碗１杯分のご飯の量に相当。 

規格外品、期限切れ等によ
り手つかずのまま廃棄され
る食品 

①ごみゼロ社会の実現～食品ロスの削減～ 
日本の食品ロスの大きさ 
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 食品の製造、流通、販売に関わる事業者の食品ロス削減を促進す
るため、環境イベント等で規格外品の廉価販売を「もったいない
市」として実施。 
（併せて事業者への参加呼びかけ時に食品ロス削減について周知啓
発を実施。H28：51社、H29：66社） 

【もったいない市】 

【食品ロス削減庁内連絡会】 

①ごみゼロ社会の実現～食品ロスの削減～ 

三重県の食品ロス削減の取組１／２ 

平成29年度～県内の食品ロス・食品廃棄物の削
減や効率的な利用を推進するため、庁内関係部
局の情報交換の場として設置（年2回程度開催） 

 

【構成】 
健康福祉部（食品安全課） 
農林水産部（フードイノベーション課） 
雇用経済部（中小企業・サービス産業振興課）
教育委員会（保健体育課） 
環境生活部（くらし・交通安全課、 

廃棄物・リサイクル課） 

H28年度：12月みえ環境フェア（津） 
           （8店舗参加） 
H29年度：四日市、伊勢、鈴鹿の環境イベ
ント及び12月みえ環境フェア（津）で開
催(12店舗参加) 
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①ごみゼロ社会の実現～食品ロスの削減～ 

三重県の食品ロス削減の取組２／２ 
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【啓発活動】 

（１）津駅周辺おいしい食べきりキャンペーン 
 ・平成30年3月～4月の歓送迎会シーズン 
  チラシやPOPにより食品ロス削減の啓発 
  食べ切った方への特典の付与へのご協力等 
 （FM三重、三重TV、ZTVにより周知） 
 
（２）関係者、庁内への周知 
 ・平成28年度～毎年度12月 
 「おいしい食べきり」全国共同キャンペーンの実施 
  左図チラシを県庁内、市町、商工、食品関係団体等に対し配布 
 ・県庁内で年末年始（宴会時期）の水・金曜夕方、食品ロス削減  
  に係る庁内アナウンス 
 ・県庁食堂の利用者に、啓発資材により食品ロス削減を啓発 
 ・食品ロス削減に係るHPにて県内外の自治体の取組を紹介。 

【その他】 
 防災対策部の備蓄食料で消費期限が間近のもの 
 従来は一部をイベントで配布する等により消費  
 →平成29年度、乾パン2,048食、2ℓ水ペットボトル2,160本をフードバン
ク三重に提供。 

②産業廃棄物の３Ｒの推進 
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②産業廃棄物の３Ｒの推進~地域循環圏の形成に向けた取組～ 

地域循環形成の目指すところ 

地域循環圏とは、 
「地域の特性や循環資源の性質に応じて、最適な規模の循環を形成させることで、 
地域で循環可能な資源はなるべく地域で循環させ、地域での循環が困難なものについては 
循環の環を広域化させることにより、重層的な循環型の地域づくりを進めていく」 
という考え⽅ 

 図 地域循環圏の広がりイメージ  図 地域循環圏がもたらす効果 

 （環境省ＨＰより） 
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②産業廃棄物の３Ｒの推進~地域循環圏の形成に向けた取組～ 

地域循環圏の形成に向けた主な取組 

 ○ プラスチックの材料リサイクル 
   三重県プラスチック地域循環研究会 
    市町、事業者、再商品化事業者、処理業者、 
     リサイクルコンパウンダー、研究機関、県 

 
 ○ エコフィードの利活用 
   三重県エコフィード等利活用研究会 
     畜産農家、排出事業者、処理業者、 
     研究機関、県、 
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○高付加価値化事例 
 志摩市の養豚業者  アコヤ貝の粉末（ミネラル豊富）を混ぜた餌 
 成長期の子豚に与え肥育しブランド化 

○エコフィード等利活用研究会 
  持続可能な畜産経営の構築、循環型社会の構築に 
 向け設置（H29年8月） 
  エコフィード利活用に向けた情報共有や調査研究 
  畜産関係業者、排出者、処理業者、県などにより構成 
 ◆畜産研究所で食品製造業者の酒粕のエコフィード化 
 ◆畜産研究所で県内で多量に発生する果実のエコフィード化 

②産業廃棄物の３Ｒの推進~地域循環圏の形成に向けた取組～ 

~エコフィードの地域活用～ 

○マッチング事例 
 ◆食品製造業者のパン生地 
 ◆食品製造業者の乳製品 
  県外で処理されていたものを県内の養豚業者の飼料原料に利用 
  リキッドフィード技術により低コスト・低環境負荷の養豚経営へ 

実施
済み 

実施中 

実施中 
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③廃棄物処理の安全・安心の確保 
 

21 

・電子マニフェストの活用率 
・不法投棄等不適正処理事案の改善着手率（別途） 
・不適正処理４事案に係る行政代執行による是正 
 措置の進捗状況（別途） 
・大規模災害に備えた災害廃棄物処理体制整備市町 
 数（別途） 










